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Ⅰ．はじめに
2014 年度は、子ども発達科学研究センター（以下、子どもセンター）は設立 10 年の
























Children’s Study）」（2009 年 3 月終了）を、子どもセンターの中心事業として継続して
いるものである。2009 年度より「乳幼児期の個体・環境要因が児童期の社会的行動に
及ぼす影響についてのコーホート研究」（2014 年 3 月終了）として日本学術振興会科
学研究費助成事業（科学研究費補助金）基盤研究（A） の補助を受けて継続され、助成
終了後の 2014 年度も引き続き当初の研究目標である小学校終了までの追跡が継続され
D06564_河合優年.indd   67 2015/06/10   13:42:50
― 68 ― ― 69 ―










約」が締結され、研究協力事業が開始された。具体的な事業としては、2008 年 4 月よ
り、郵送による任意の「乳児後期アンケート」が実施され、同年 6 月より、アンケー
ト結果をもとにしたフォロー事業として「すくすく相談会」が開始された。そして、
「10 か月児アンケート健康診査及びフォロー事業に関する委託」が 2009 年度から





この西宮市の乳児に対する全数調査データ（2008 年度から 2012 年度まで 5 年分、
年間約 5,000 名）と、同児が「1 歳 6 か月児健康診査」、「3 歳児健康診査」を受診した
際に実施された任意のアンケート調査によって得られた追跡データ（2008 年度「乳児
後期アンケート」より 3 年分）に関して、「乳幼児の追跡調査に関する委託研究契約
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ゴンザガ大学側の発表は、2013 年 6 月にシアトルで開催された JUSTEC（日米教員養
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武庫川チャイルドスタディでは、夏休みに小学 2 年生の WISC 知能検査を含む観
察調査を実施した。また、小学校 1 年生の郵送調査（春・秋）を実施した。今年度
も個別の発達相談にその都度対応している。
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学ぶ会は、武庫川女子大学学術交流館 1 階会議室を利用して、おおむね月 1 回、
土曜日に開催された。講演・検討時間は、10：00 ～ 11：30 である。開催日時と実
施内容を表に示した。
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表　子どもの育ちと学びを支える専門職の方のための「子どもの発達」を学ぶ会
2014　開催報告
回 日　程 テーマ タイトル 担当者 参加者数 院生参加
1 5 月10日 概論 河合優年 15 名 0 名
2 7 月 5 日 事例検討① H ちゃん① 石川道子 18 名 0 名
3 8 月 2 日 事例検討② N ちゃん① 石川道子 15 名 1 名
4 9 月 6 日 事例検討③ B 保育園の様子 石川道子 16 名 0 名
5 10月 4 日 幼児の身体発達
幼児期における身体
活動の現状と問題点
長岡雅美 17 名 0 名
6 12月13日 事例検討④ H ちゃん② 石川道子  9 名 0 名
7 1 月31日 事例検討⑤ N ちゃん② 石川道子 12 名 0 名
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② H ちゃん 10 月　10 月時点での行動が 8 月時点と比較された。歩幅の小ささと
歩き方は 10 月時点でも残っている。姿勢保持、粗大運動は 8 月時点での捉え方か
ら変わりなく、運動面での遅れは観察されなかった。8 月時点で観察された、靴下
をはくときの左足の屈伸の堅さは見受けられなくなっている。歩くときに上肢の同
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特別講演　2015 年 3 月　名古屋市立大学病院
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